
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 龍村仁監督のドキュメンタリー映画『地球交響曲／ガイアシンフォニー』は、

自主上映というスタイルでありながら、大変多くの人々の心をとらえ続けてき

た映画であります。 
「母なる星ガイア自体がひとつの大きな生命体である」という生物物理学者、

ジェームス･ラブロックさんが提唱する有名なガイア理論を基に、インタビュ

ーと映像で綴ったオムニバス形式のドキュメンタリー作品です。国籍を超え

た、様々な分野で大きな仕事を成し遂げた人物たちの姿を追う、メッセージ性

の高いドキュメンタリー映画です。現在までに、シリーズで第一番から今年４

月に上映が開始された第六番まで、それぞれに熱い思いのテーマでつくられて

いることを感じます。第一番～第五番までの５作品は、全国で２１０万人以上

の方がご覧になっている、息の長い大ヒット作品となっています。 
  
「地球交響曲」制作の発端は、龍村仁さんがＮＨＫを退社後、独立して手が

けたコマーシャル―セゾングループ３分ＣＭ―において、世界中の様々な人た

ちの人生を一人３分の枠で描くという“ガイアシンフォニー”のミニ版のよう

なものを制作していました。科学者、スポーツマン、大工さんなど、職業も多

様な人々を５０人ほど撮り続けて、オンエア後の反響で、世の中の人が「こう

いうリアルタッチな人物像を見たがっている」と感じられたことが、“ガイア

シンフォニー”につながっていった経緯だそうです。 
 一貫してテーマとして掲げているのが、「地球の中の私、私の中の地球」。 
１９９２年１１月に公開された「第一番」では、登山家のラインホルト・メス

ナーさん、アフリカゾウの保護活動を行っているダフニー・シェルドリックさ

ん、植物学者の野澤重雄さん、アイルランドのアーティスト、エンヤさんと、

ケルト美術研究家の鶴岡真弓さん、そして元宇宙飛行士のラッセル・シュワイ

カートさんと、全部で６人の方々が登場し、体験に基づいた貴重なメッセージ

や映像が大きな反響を呼びました。 
 

「地球
ガ イ ア

の声がきこえますか。」で始まります。 
あなたの声を、風は確かに聴いているんです。山だって、耳を澄ましている。 
花や樹は、あなたが呼びかけていることを、もうとっくに知っています。 

１９９２年『地球交響曲／ガイアシンフォニー第一番』 




